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■橋長 ： 121.5m幅員：2.1m

■橋梁形式 ：単純合成鈑桁×４連
■対象部位・部材 ：主桁、横桁、床版

橋脚、支承、地覆
■性能カタログ（又はNETIS）番号
：BR020006－V0120

☆性能カタログへのリンク

橋梁・支援技術

位置図及び平面図

橋梁点検車

高所作業車

活用事例

○点検支援技術の効果
・河川上での点検が可能。
・通行規制を伴うが、歩行者の通行は可能。
・桁間の横桁、横構を避けながら近接可能。
○近接目視と同等と判断した理由
・足場設置の場合とほぼ同じ範囲の写真撮影が可能。
・デジタルクラックスケールでひびわれ幅が確認できる。
・打音確認が可能。
○使用時の留意事項
・雨天時、強風時はカメラのブレ、水滴により実施困難。

・支承側面等は、構造により近接可能範囲が制限される場合
がある。
・叩き落とし等が必要な場合は、近接目視の併用が必要。

https://www.mlit.go.jp/road/sisaku/inspection-support/pdf/c/BR020006.pdf
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写真-2 ﾘﾝｸﾞﾚｲｻﾞｰﾎﾟｲﾝﾀｰによる形状計測状況写真-1 クラックゲージによるひびわれ幅の測定状況

写真-3 打音状況 写真-4 モニターによるライブ映像の確認状況
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○諸条件
橋面積：205m2

橋脚高：7m（GL～橋脚天端）
天 候：小雨
対象部位・部材 ：第1～3径間，P1,P2

点検時間：9:00～17:00

打音点検：有り
たたき落とし作業：無し
積 算：業者見積もり（R２.8）
前回の健全度：Ⅱ判定
その他：前回点検で塗膜割れ無し

（単位：円）

約７割の
費用削減

比較条件：上部工・下部工を点検した場合のコスト比較。
評 価：従来技術（移動式足場）と比べ、外業および交通規制費のコストダウンに寄与。

コスト比較


